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じて、日本、空自そして F-2 の素晴らしさを発信でき
たと思います。
  今から 80 年前、日本と
オーストラリアは敵味方に
分かれて戦争をし、旧日本
軍のダーウィンへの空爆に
より多くの犠牲者が出た歴
史を後世に伝えるため、慰
霊碑が建立されております。
しかしながら、今では新たな日豪関係を築き、今回の
訓練においては、お互いが信頼できる仲間としてダー
ウィンの地を訪問することができました。訓練期間中、

市内をフライトスーツで歩いていると、「Welcome to 
Pitch Black」と市民に声をかけられた隊員もいたこと
からも、良好な関係を築けていると実感できました。
今回、歴史に新たな 1 ページを綴った貴重な機会に立
ち会えたことは、参加隊員全員誇りに思っております。
　末筆ながら、会員の皆様のご健勝とご多幸を祈念い
たしまして、本訓練参加の所感とさせていただきます。
  
 （筆者紹介）第 7 航空団　飛行群司令
　　　　　　  １等空佐　唯野 昌孝　
　　　　　　  防大 44 期　操縦

米空軍コーナー　
From 5th Air Force 

Laying Wreath at Darwin 
Cenotaph

18th Wing, 22nd ARW expand ACE capabilities

https://www.kadena.af.mil/News/Article/3195643/18th-wing-22nd-arw-expand-ace-capabilities/

　カンザス州マコーネル空軍基地に所属し、KC-
46A に 搭 乗 す る 隊 員 た ち が、ACE（Agile Combat 
Employment：迅速機敏な戦闘展開）能力向上のため
10 月 11 日から 15 日の間、嘉手納基地に展開した。
　第 22 空中給油航空団 (22 ARW) のメンバーは、第
18 航 空 団 ACE
オ フ ィ ス、 第
18 兵 站 準 備 隊
(18LRS)、 第 18
通 信 隊、 第 18
土木工兵隊、第
353 特 殊 作 戦
支 援 隊 の メ ン
バーと協力して、
ACE トレーニン
グの目標を確認
するとともに、戦術、技術、手順を共有した。
　ACE の概念は、作戦レベルの大規模な動きを戦術
レベルの小規模なものに変えることを主眼にしたもの
で、作戦上のニーズを満たしつつ、小規模な部隊を各
地に分散させ、既存の飛行場への依存度を最小化する
ものである。

　今回の展開の主
な目的は、ここ太
平洋の要衝に KC-
46A（ ペ ガ サ ス ）
のホット・ピット
給油サイトを設立
することである。
今年初め、18LRS
の隊員は、太平洋
地域において、KC-135 へのホット・ピット・リフュ
エル（注：エンジン作動状態での給油）を初めて実施
した。次の目標は、より近代的な KC-46 に実施するこ
とであった。
　ホット・ピット・
リフュエルは、給
油のための在地時
間を短縮するため
に使用される技術
である。航空機が
着陸した後、パイ
ロットがエンジン
をかけたまま燃料

A KC-46A Pegasus from McConnell 
Air Force Base is parked alongside an 
R-12 refueling truck for hot pit refueling 

at Kadena Air Base

KC-46A Pegasus assigned to the 22nd 

Air Refueling Wing is parked on the 
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A n  A i r m a n  f r o m  t h e  2 2 n d  A i r 
Refueling Wing marshals an R-12 
refueling truck into position for hot pit 
refueling operations
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を供給するため、
時間や人員だけで
なく、機器の設置
面積も削減でき、
ACE の 運 用 に 最
適な能力である。
　 第 18 航 空 団
ACE 責任者のティ
モシー ワイズマ
ン曹長 (CMSgt Timothy Wiseman) は、「嘉手納と PACAF
の ACE チームにとって、迅速な給油は重点分野の 1 つ
だ。紛争環境では、指揮官はオプションを必要として
おり、我々が分散された基地からの航空機出撃を求め
られたときに、不可欠な能力と教訓を得るため、主要
基地で隊員に必要な訓練の機会を与える」と語った。
　次の目標は、最
小限の装備を持
たせた、複数分野
の能力を持つ隊
員 (MCA: Multi-

Capable Airmen）
に よ り、 展 開 地
に遠征指揮統制
基 地（C2） を 設
置し、KC-46A と高周波無線で通信することである。
　ワイズマン曹長は、実際の有事の際には、航空機の
出撃中に、攻撃により滑走路が破壊される可能性があ
ると説明する。この場合、展開 C2 は別の場所に設置
され、航空機との通信を確立し、攻撃に関する重要な
情報を伝え、航空機を次の着陸地点に指向させること
ができる。
　MCA が検証されていない環境で、訓練進行役のいな
い C2 を設置するのは初めてのことである。訓練目標
がすべて達成されたわけではないとしながら、隊員た
ちが貴重な教訓を得たと説明する。
　「新しいことに挑戦するには、成功のために、途中で
失敗も経験しなければならないことを受け入れること」
であり、「被訓練者に繰り返し演練させて体に覚えさせ、
そのマッスルメモリーを発達させることで、実際の有
事に遭遇したとき、必要に応じて実行することができ
る」と言う。
　また、地上で C2 ポストが設置されている間、第
909 空中給油隊と第 18 航空医療搬送隊 (18AES(18th 

Aeromedical Evacuation Squadron)) が KC-46A に搭
乗し空中退避の模擬訓練を行うなど、22ARW 隊員は
機体慣熟訓練を実施した。
　18AES 看護師、Milan Tandoc 大尉は、ここにいる
AES 要員のほとんどは KC-46 の内部で活動したことが
なく、通常は KC-135 で活動している。KC-46 と KC-
135 の間には、空調設備の安定性、貨物エリアの照度、
患者用担架支柱や医療機器用コンセント等、いくつか
の顕著な違いがあると述べる。
　異なる担任区域に所在する部隊間の共同訓練は、隊
員が最良の訓練経験を共有し、迅速機敏な戦闘展開能
力を強化し、共通
の任務を達成する
ためのシームレス
な共同運用を強化
する。
　第 22 作戦支援
飛行隊機動展開サ
ブチーフのティモ
シー ブルック曹長
(CMSgt Timothy Bulluck) は、異なる環境で必要な能力
を取得し、課題を克服することは、ACE 訓練の重要な
側面であると述べた。
　「展開中に任務を遂行するには難しい場合があり、
ACE チームが弾力的で柔軟な対応ができることは有益
なことだ」とブルック曹長は述べている。
   第 18 航空団は、継続して ACE 概念を完成させるこ
とにより、より効果的に任務を遂行できる多機能な隊
員を育成すること
に専念している。
　ワイズマン曹長
は、「ACE の 開 発
に関しては、私た
ち は 皆 一 緒 に 取
り組んでいる」と
し、「これは嘉手納
基地の取り組みで
も PACAF 中心の取り組みでもなく、すべての隊員が
ACE の運用に関わることになる。マコーネルチームと
協力して戦場での成功率を最大化する ACE 訓練を拡充
することで、ACE の構成概念のもとで勝利するための
隊員を育てるることができる」と述べた。

（浅井理事仮訳）

A airman pulls an R-12 refueling truck 
hose at Kadena Air Base

Airmen unload a tent from the back 
of a truck during an Agile Combat 
Employment exercise

Airmen set up a tent during an Agile 

Combat Employment exercise

Airmen secure a high frequency radio 

antenna
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　今回、JAAGA だよりへの寄稿の機会を頂き、大変
光栄に思います。私は 2019 年 6 月から 2022 年 6 月
までの 3 年間、米国ワシントンＤＣに所在する在米国
日本大使館で防衛駐在官として勤務しておりました。
空自から米国へは 2 名の防衛駐在官を派遣しておりま
すが、私は 2 佐で赴任する防衛駐在官として、将補あ
るいは１佐の防衛駐在官を補佐し、各種の実務調整を
実施する立場にありました。

JAAGA の皆様は毎年 9 月に訪米されると認識して
います。2022 年は 9/15 ～ 23 の日程で実施されたと
のことですが、私は 2019 年と 2021 年の JAAGA 訪
米団の来訪にあた
り、米空軍高官と
の会談調整等をご
支 援 さ せ て 頂 き
ま し た。 こ の う
ち 2019 年は、米
空軍将官との懇談
や、エバハート米
退役大将宅で実施
された懇親会にも
同席させて頂くことができました。　　　
　2021 年は菅総理のワシントン D Ｃ訪問とタイミン
グが重複し、空港関係の対応のためほとんど同行でき
ず、私が JAAGA 訪問団に同行できたのは任期中 1 回
だけだったのですが、空軍種ハイレベル交流の一端を
知る機会を得たことは貴重な経験でした。
　ワシントンＤＣで勤務しておりますと、２佐の防衛
駐在官とはいえ、カウンターパートとなる担当級だけ
でなく、将官級軍人の発言に触れる機会も多々ありま
す。米軍高官の発言からは、現在の安全保障環境を受
け、自衛隊に対する期待は高くなっているように感じ
ます。在米国日本大使館では自衛隊記念日行事をはじ
め、大使公邸にて米軍高官をご招待する機会がありま
す。私の任期 3 年の間、各軍の制服の長である海軍作
戦部長、海兵隊総司令官、宇宙軍作戦部長は大使公邸
に来訪して頂いたことがあり、複数回来訪頂いた方も
おられます。他国の軍記念日レセプションに参加して
みると、このように軍種の長が出席している国はそれ
ほど多くありません。防衛駐在官の立場で見ると、レ
セプションの場にわざわざ時間を作って来訪いただけ

る、というのは関係を重要視していることを示すもの
だと思います。
　空軍高官に注目
し ま す と、2021
年の自衛隊記念日
レセプションに空
軍長官にお越しい
ただくことはでき
たのですが、残念
ながら制服の空軍
参謀総長は 3 年間
一度もお越しいた
だくことはできま
せんでした。他国
のレセプションでは一度だけブラウン空軍参謀総長を
お見かけしたのですが、これは 2021 年末の英国空軍
創設記念レセプションでした。これは国軍ではなく空
軍単独のレセプションでしたが、空軍参謀長以下部長
級の米軍将官が多く参加しており、これほど空軍の将
官が集合することは見たことがありませんでした。防
衛駐在官の努力不足である、というお叱りを受けるか
もしれませんが、やはり実感として、日本を特別重要
視しているように感じる他軍種に比して、米空軍の日
本に対する温度感には相違があるように感じます。
　そのような中、シュナイダー空軍参謀本部参謀長を
始め、在日勤務経験のある高官は大使館からの招待に
応じていただけることも多く、在日米軍経験者は、米
空軍内で日米関係の重要性を良く理解して頂ける存在
として非常に重要であると感じます。JAAGA の創設
主旨は日米空軍種間の協力と相互理解の推進、と理解
しておりますが、宇宙領域を含め日米空軍種の連携を
ますます強化する必要のある中、その存在は現役とし
て大変心強く思っております。引き続き皆様からも、
日米空軍種間の交流をご支援頂けるようお願い申し上
げます。

（筆者紹介）　前在米国日本国大使館防衛駐在官
　　　　　　現空幕教育室
　　　　　　２等空佐　廣瀨 貴之
　　　　　　防大 47 期　情報通信

Main guests of Defense Forces Day 

reception at Ambassador’s residence, in 

2021

寄稿　「米国ワシントン D.C. 勤務所感」 
Letter from , Lt Col HIROSE Takashi  former Assistant Defense And Assistant Air Attaché to the U.S. 

Lt Col and Mrs. Hirose with Gen(ret) 
Saito, former President, JAAGA, in 2019
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 私 は、 米 太 平 洋 空 軍
（PACAF:  Pac i f i c  A i r 
Forces）司令部において
日米間の連絡調整業務を実
施しています。所属は空幕
運支課兼防衛課であり、米
国ハワイ州オアフ島のパー
ルハーバー・ヒッカム統合
基地（JBPHH: Joint Base 
Pearl Harbor Hickam）所
在の PACAF 司令部で国際
関係業務を担任している A5I に派遣されています。
  空 自 連 絡 官 は 私 の ほ か、 航 空 総 隊 よ り PACAF
へ 3 名（ 情 報、 運 用、 通 信・ サ イ バ ー）、 空 幕 よ
り 94th AAMDC（Army Air and Missile Defense 
Command）へ 1 名（高射）が派遣されています。また、
PACAF 隷下のサイバースペース隊において防衛交換
要員 1 名（通信）が勤務しており、ハワイ州で勤務し
ている全自衛官 11 名のう
ち半数以上の 6 名が航空自
衛官です。
　主な連絡官業務は、日
米共同の任務及び訓練等、
PACAF と 空 自 と の 間 の
対面又はオンラインでの
会議、日本からハワイへ
の来訪者支援等に関して、
PACAF 司 令 部 の 関 係 ス
タッフと直接調整し所要の
準備を整えることであり、
当地における会議等には可能な限り参加又は陪席して
います。これら業務を通して、日米双方向の意思疎通
の円滑化を図り、日米空軍種間の連携強化に貢献する
ことができるよう努めています。また、兼務している
空幕防衛課員として、太平洋島嶼国と安全保障協力を
推進し FOIP（Free and Open Indo-Pacifi c）の維持・
強化に寄与するため、太平洋島嶼国との信頼関係を構
築していくことに関しても近年取り組んでいます。ク
リスマス・ドロップ等の共同訓練の機会に合わせて太

平洋島嶼国を訪問し、空自の活動に対する理解を効果
的に増進するための調整を進めています。
　なお、PACAF 司令部 A5I には、空自のほか、オー
ストラリア、韓国及びシンガポールの各空軍から派遣
されている連絡官も勤務しており、他国連絡官とも良
好な人間関係を形成し、適時情報交換を実施しつつ相
互理解を深化させています。
　PACAF が担任するインド太平洋地域の AOR（Area 
of Responsibility）は地球の表面積全体の 50% 以上を
占め、AOR 内には多数の核保有国や緊要なシーレーン
が所在しています。PACAF は、この非常に広大かつ
軍事戦略上重要な区域における広範多岐に渡る作戦全
般の指揮統制を実施することから、当該区域の望まし
い安全保障環境構築のため、AOR 内外の多くの同盟
国及びパートナー国との訓練及び会議等を高い視座で
推進しています。日本は米国の同盟国のうちの一つで
はありますが、PACAF としては空自との連携を維持・
強化することの重要性を強く認識していることを当地
における日々の業務で実感するとともに、日米間の緊
密な連携はインド太平洋地域全体の安定した安全保障
環境構築に直結するものと確信しています。
　JAAGA 訪米団の皆様のハワイ来訪支援をさせてい
ただいた際は、PACAF のスタッフ達は JAAGA 訪米
団の受入れ準備に非常に前向きかつ協力的な姿勢であ
り、JAAGA の皆様を通じての空自との強固な関係を
重視していることを感じることができる機会ともなり
ました。
　 空 自 と PACAF と の 間 で は、 従 前 よ り 緊 密 な 協
力関係を構築してきているところ、2021 年春に私
が PACAF へ 派 遣 さ れ た 以 降、 特 に、 米 空 軍 が 昨
年 末 に ド ク ト リ ン ノ ー ト を 公 表 し た ACE（Agile 
Combat Employment） と、 米 軍 が 推 進 し て い る
IAMD(Integrated Air and Missile Defense) の分野に
おいて、空自に対する関与と期待が更に強くなってい
ると認識しています。PACAF は、これらの分野に関し、
日米空軍種間のみならず他軍種との統合と多国間の連
携強化のための演習や会議を数多く計画しており、回
を重ねるごとに内容を充実させ、共同対処態勢の確立
と対処能力の向上を図っています。これらに関する調

Coordinating with PACAF 
staff

Col Okumura, in front of HQ 
PACAF building

寄稿　「米太平洋空軍司令部連絡官勤務概況」
Letter from , Col OKUMURA Masahiro, Liaison offi cer, PACAF
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整は勿論のこと案件の緩急軽重問わず、PACAF の担
当者から司令官まで、我々連絡官を通しての日米調整
をとても大切にしていただいています。
  先日は、在ハワイの全連絡官等が INDOPACOM 司
令官室へ招かれ、
日米関係強化に
資する連絡官業
務 へ の 謝 意 を
Aquilino 大 将 か
ら 直 接 賜 り、 大
変光栄であると
と も に、 連 絡 官
としての重責を
改めて自覚しま
した。
　ハワイ州では COVID-19 の影響により 2020 年に
ロックダウンが 2 度発出され、州外からの旅行客に対
する 2 週間の隔離義務等により、観光業で成り立つハ
ワイの経済は極めて大きな打撃を受けました。2020
年 10 月以降、ハワイ入域者に対する PCR 検査の陰性
証明やワクチン接種証明の提示等による規制措置の導
入と、それら規制の段階的解除によりハワイの観光業
は回復してきており、本年 8 月には、ハワイを訪れた
観光客の消費額が COVID-19 の影響を受ける以前の
2019 年同期を上回りました。ただし、日本人に限る
と 2019 年には 158 万人の観光客がハワイを訪れてい
ましたが、2021 年は僅か 2 万 4 千人、本年の日本人
観光客は増加傾向ではあるもののサーチャージや円安
の影響も受け 2019 年比 10% にも満たないものと予測
されています。
　 防衛省・自衛隊のハワイ来訪者は、今春から急速に

増加しています。日米間又は多国間会議は 2 年間以上
オンラインのみでしか実施できなかったことから、対
面での会議を早く再開したいとの思いが強く表れてい
ます。COVID-19 による各種制限下では共同訓練も中
止せざるを得ない状況となりましたが、感染対策を徹
底しながら実施可能となり、今夏には空自 C-2 が初め
てハワイへ飛来し戦術輸送に係る技量及び日米共同対
処能力の向上のた
め、在ハワイ米空
軍との共同戦術空
輸訓練を実施しま
した。また、この
機 会 を 活 用 し て、
在ホノルル日本首
席領事等の方々に
C-2 へ体験搭乗をし
ていただき、空自への理解を深めていただくことがで
きました。
　連絡官としての私の任期は残り少なくなってきまし
たが、空自及び PACAF を取り巻く情勢や各種訓練等
の計画とその調整状況を随時掌握しつつ、日米が同じ
方向へ進んで行く上での信頼関係をより強くし、日米
相互に補完し合うことができる関係の構築に尽力しま
す。引き続きご指導いただけますと幸甚に存じます。

（筆者紹介）米太平洋空軍司令部連絡官
　　　　　　1 等空佐　奥村 昌弘
　　　　　　防大 44 期　操縦

ADM Aquilino, INDOPACOM/CC 
presents Japan LNO (Liaison officer) 
working in Hawaii with lithograph

Koku-Jieitai C-2 arrives at JBPHH

    

　 日 米 エ ア フ ォ ー ス 友 好 協 会（JAAGA） は、 お 蔭 様 で 令 和 5 年 7 月 で 創 立 27 周 年 を 迎 え ま す。
日米同盟の深化進展に伴い、日米両軍の絆はより強固なものに発展してまいりました。「JAAGA だより」も、
JAAGA 活動の広報と空自、米空軍のサポーターとしての役割を、より一層充実発展させていきたいと考えて
います。
　ご愛読の皆様（会員に限らず現役隊員の皆様）からの投稿は大歓迎です。また、皆様の忌憚のないご意見
やご感想も是非お寄せいただきたくお待ちしています。
　 【連絡先】    （郵便）      〒 160-0002　東京都新宿区四谷坂町 9 番 7 号　
　　    　　　  　　　　　　　 ZEEKS 四谷坂町ビル 3F
　　　　　　   　　　　　　　日米エアフォース友好協会　広報係
　    　　　　（メール）   pubaff air@jaaga.jp

投稿募集のご案内
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　日米友好祭『Friendship Festival 2022』が 5 月 21
日及び 22 日の 2 日間にわたり開催された。コロナ禍
により開催が見送られていたため、3 年ぶりの開催と
なり、延べ約 11 万人が来場したと報じられている。

　　

  友好祭初日の 21 日、基地司令官である第 374 輸送
航空団司令官アンドリュー J. キャンベル大佐（Col 
Andrew J. Campbell , Commander 374AW）が主催
するレセプションが将校クラブで開催され、周辺自治
体の首長や横田基
地所在の部隊指揮
官が参加する中、
JAAGAから吉田、
岩﨑、藤田、村田
の各理事が参加し
た。
　 ま た、 夕 刻 に
は、在日米軍司令

官兼ねて第 5 航空軍司令官リッキー N. ラップ中将（Lt 
Gen Ricky N. Rupp, Commander, US Force Japan 
& 5 AF）夫妻が主催するレセプションがベースオペ
レーション前の日本庭園で開催され、航空幕僚長をは
じめとする首都圏
に所在する空自メ
ジャーコマンドの
指揮官等が参加す
る中、午前中と同
じ JAAGA 代 表 メ
ンバーが参加し、
久しぶりの対面に
よる懇談の場を楽しんだ。
　21 日は朝から雨が降り、友好祭としてあいにくの天
気 と な っ た が、3
年ぶり開催とあっ
て多くの来場者で
エプロンが埋め尽
くされ、展示機に
は見学の長蛇の列
ができた。夜には
天気も回復し、恒
例の花火が打ち上
げられ、来場者を魅了した。
　22 日は、日米首脳会談のため来日したバイデン大
統領が搭乗したエアー・フォース・ワンが横田基地に
飛来し友好祭の盛り上げに一役買っていた。

（吉田理事記）

横田基地日米友好祭に参加
JAAGA members participate in Friendship Festival 2022 

(from left) Director Murata, Fujita, Yoshida, Maj Gen Kosinski, 
Deputy Commander of 5th AF and Director Iwasaki  

Mr.and Mrs.Yoshida with Lt Gen 
Rupp, Commander of USFJ & 5th AF 
and wife

Beautiful Fireworks revive after three 
years

Huge Airlifter C-5 "GALAXY"

    日米現役の皆さんを応援する「JAAGA だより」を更に多様性に富んだ充実したものにするために、会員
の皆様のご協力が必要です。
　投稿頂いた方には記念として、「JAAGA グッズ」（男性にはタイピン、女性にはピンブローチ）を謹呈させ
ていただきます。

「JAAGA だよりを私たちと一緒に
　　作っていきましょう！」
　　　　　　　　　　　　JAAGA 広報係

JAAGA グッズの紹介

↓ ↓
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　9 月 19 日（金）、米空軍三沢基地下士官クラブ
ボールルームで米軍三沢基地司令官リチャード大佐

（Col Michael P. Richard, Commander of the 35th 
Fighter Wing）の主催により、2022 米空軍創立 75 周
年記念晩餐会（エアフォース ボール）が開催された。
　JAAGA からは
杉山会長代理と
して池添三沢支
部長夫妻及び山
本事務局長夫妻
が 出 席 し た。 招
待者として航空
自衛隊から北部
航空方面隊司令
官安藤空将、准曹士先任池邉准空尉、第 3 航空団司令
大嶋空将補、准曹士先任楢崎准空尉及び北部警戒管制
団司令樋山空将補、また、三沢市から三沢市長及び市
議会議長をはじめ各関係団体が招待された。
  晩餐会に先立ち、18 時からソーシャルタイムがあり
19 時から 20 時 50 分まで晩餐会が開催された。晩餐
会は国旗・軍旗入場、日米国歌斉唱、お祈り、琴演奏

会、来賓紹介、戦没隊員及び行方不明者のための行事
の後、マイケル P. リチャード大佐の挨拶に続いて、夕
食会が催された。打ち解けた雰囲気の中、北部航空音
楽隊の演奏を楽し
み、ケーキカット
に よ り 75 周 年 を
祝った後、空軍歌
が斉唱され夕食会
は終了となった。
その後バンド演奏
とダンスタイムが
行われた。
  リチャード大佐
は挨拶で「みんなは、米空軍の兵隊であることに誇り
を持ちなさい。私もこれまで素晴らしい仲間と一緒に
米空軍に所属できたことを誇りに思い、これからも皆
とともに歩んでいきたい」と述べた。
  また、空軍勤務経験の最も長い軍人と一番短い軍人
が、それぞれの思いをスピーチし晩餐会を盛り上げた。

（池添三沢支部長記）　

Col Richard makes a speech to be proud 
of serving in USAF(from left) Mr. and Mrs. Ikezoe, Col 

Richard, Mr. and Mrs. Yamamoto

三沢基地エアフォースボールに参加
JAAGA members participate in Air Force Ball  in Misawa AB 

米国独立記念日を祝う嘉手納基地懇親会に参加
JAAGA members participate in 18th Wing Forth of July Event in Kadena AB 

　当初 7 月 4 日に開催される予定であった米国独立記
念日を祝う懇親会が、台風の影響で延期され、7 月 9
日（土）第 18 航空団司令官ディビッド S. エグリン准
将（Brig Gen David S. Eaglin）の主催により嘉手納
基地屋外広場で開催された。
　嘉手納基地のみ
ならず周辺基地の
隊員、同家族及び
招 待 さ れ た 関 係
自治体の長、自衛
隊関係者等の来賓
も 含 め て 多 数 の
方々が参加され、
JAAGA か ら は 会

長代理として沖縄
支部長丸野夫妻が
出席した。
　バンドの演奏、
花火の打ち上げ、
出店等もあり、久
しぶりに嘉手納基
地で開催された大
きなイベントを参
加者全員が楽しんでいるように思えた。
　エグリン准将はご挨拶の中で凶弾に倒れた故安部晋
三元総理大臣に対し、哀悼の意を表すとともに黙祷を
捧げられた。

（丸野沖縄支部長記）

Brig Gen David S.Eaglin and Mr.& 
Mrs.Maruno,Head of JAAGA Okinawa 
branch

Opening remarks by Brig Gen David S. 
Eaglin



34

                      No.63-----------------【JAAGA だより】-----------------16 December 2022

JAAGA 理事の活動紹介　「広報理事」

　広報理事の活動について紹介します。私は 2020 年に
JAAGA に入会し、翌年、広報理事を担当することとなりま
した。衛生技官（心理）としての職歴によるものかと思います。
　広報の主な業務は年２回６月と12 月に発行される

「JAAGA だより」（以下「だより」とする。）の編集・発行で
す。発行日の２か月
前から毎週、編集
ミーティングが開か
れます。
　「だより」の記事
は、JAAGA イベン
トの担当理事や参
加者からのご寄稿・
投稿による他、広
報理事が研修や部
隊激励へ同行取材し、作成に努めています。
　記事作成は当然ながら客観的で冷静でなければなりませ
んが、掲載に至る編集過程においては記事ごとに白熱した議
論が交わされます。例えば、空自に関わるある用語が記事中
に登場した場合、その用語の使い方は正しいのか、現在で
もその用法で使われているのかを空幕担当部署に確認したり
もします。空幕勤務経験のない私は、この辺についていくの
が大変です。
　空自・米軍等のインターネットサイトの情報を基に作成し
た記事であっても、統幕や内局等に内容を確認したり関連
情報を収集・分析して正確を期し、さらに可能であれば当
事者に執筆を依頼して記事の充実を図ります。
　「だより」は正確性とともに記録性を重視しています。単な
る状況報告であれば「有意義なイベントで、参加者は満足
の笑みを浮かべていた」と結び、また、正確さを求めるので
あれば進行プログラムを載せれば済みます。見聞録でも進
行表でもない記録とは、将来に向けた参考資料となる誌面
です。イベントであれば、開催趣旨、どのように計画されたか、
遂行の経過について、結果（効果）、参加者の意見等の情
報が含まれます。
　JAAGA の活動を内外に周知するとともに、将来の読者に
とっても読み返して参考資料になる、そんな意気込みで誌面
作りを行っています。なお、ご存知の通り「だより」のバッ
クナンバーは JAAGA のサイトで参照することができます。
　編集の仕事は、記事を集めて印刷所に渡して終了、では

ありません。編集ソフトウェアを使用して完成形の形で印刷
所に納付しており、タイトルや写真を含めたレイアウト、文
字の字体と大きさ、背景の色、枠線による装飾等々の処理
が必要です。この作業は編集長一人が担っており、その膨
大な作業量と苦労は大変なものと推察します。私が編集業
務に関わって驚いたことの一つです。
　さらに広報の仕事内容は「だより」の編集に留まらず、発
行部数・発送先の調整、発送住所録・配布票の管理、執
筆記念品の進呈、カメラ・録音機等取材機器の管理等 と々
多岐にわたっています。
　「だより」の配布先は、正・賛助会員、防衛大臣、防衛関
係国会議員、外務省関係者、防衛省内局、統幕、防衛装備庁、
国内外の空自組織、米空軍関係等と非常に広範囲です。私
が勤務していた各 の々部隊にも送られていましたが、現役時
代に「だより」を読んだ記憶がありません。私が見落として
いたか、部隊側が回覧範囲を絞っていたのでしょう。個人的
意見ですが、新入会員を増やすためにも、現役隊員との更
なる交流促進が望まれます。
　広報理事の所掌業務は「１．広報に関すること」以外に「２．
会報に関すること　
３．会史に関するこ
と」を含んでいます。
会報として邦文・英
文 の JAAGA 広 報
用パンフレットも作
成しています。会
史関係の活動では、
JAAGA 創 設 20 周
年に合わせ、だより50 号で特集を組むとともに、20 年の歩
みを含む記念 DVDを作成しました。
　JAAGA 理事の理事活動紹介のコーナーは 58 号の「企
画理事」を皮切りに、総務、渉外、会員、広報と続き、次
号では締めくくりとして財務を紹介する予定です。会員の方々
にとっても曖昧であった JAAGA 各理事の活動内容を知っ
ていただけたものと思います。「だより」では今後も新コーナー
の開設を含め内容を充実させていきます。ご意見、リクエス
ト等をお寄せください。また、今号でも、現役隊員・会員か
らのご寄稿・投稿を頂きました。こちらも引き続いての積極
的なご寄稿・投稿をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹内理事記）

Directors of JAAGA public affairs have 
the video meeting to publish JAAGA 
DAYORI

Publish the brochure introducing 
JAAGA 
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　日頃から JAAGA 設立の趣旨に賛同され当会の活動にご協力いただき、ありがとうございます。三沢基地、
横田基地、嘉手納基地の研修に参加された賛助会員の皆様には、当方から所感文の寄稿をお願いし、研修
の意義のみならず JAAGA の多様性をも噛みしめられるような味わい深い所感を頂戴しているところです。
　このような寄稿に加えて、法人、団体、個人の賛助会員の皆様からの投稿も、幅広く募集しております。
　テーマは自由、1 件につき JAAGA だより 1 ページ以内程度（400 ～ 2,000 字程度）、写真、図表等を
含めていただいても結構です。細部要領等は広報係からご連絡いたします。
　JAAGA 入会に至った経緯、企業・団体の概要、個人の活動等の概要、JAAGA に対する要望、航空自衛隊・
米空軍に対する貢献活動等、日米現役隊員に対する期待・激励等、思うところを自由にお書きください。
　賛助会員の皆様の積極的な投稿を、お待ちしています！

【法人賛助会員の皆様】32 社
株式会社 IHI、 株式会社 IHI エアロスペース、 株式会社石橋オフィスサポート、 伊藤忠商事株式会社、 有限
会社エイム、 株式会社エクシオテック、 沖電気工業株式会社、川崎重工業株式会社、 株式会社シー・キュー
ブド・アイ・システムズ、 新明和工業株式会社、 株式会社 SUBARU、 住友商事株式会社、 双信商事株式会社、 
双日株式会社、 東京航空計器株式会社、 東芝インフラシステムズ株式会社、 株式会社日商ファインライフ、 
日本電気株式会社、 日本飛行機株式会社、 ノースロップ・グラマン・ジャパン、 富士通株式会社、 渕上建設
工業株式会社、 Boeing Japan 株式会社、 丸一土地建物株式会社、 丸紅エアロスペース株式会社、 三菱重工
業株式会社、 三菱商事マシナリ株式会社、 三菱商事株式会社、 三菱電機株式会社、 三菱プレシジョン株式
会社、 株式会社武蔵富装、 ロッキード マーティン グローバル インコーポレーテッド

【団体賛助会員の皆様】２団体
ハイフライト友の会、三沢市防衛協会

【個人賛助会員の皆様】92 名

賛助会員の皆様へ

新入会員紹介

【正会員　６名】

【個人賛助会員　４名】

氏　名 住　所 氏　名 住　所

増田　信行 福岡県福岡市 佐藤　聖一 埼玉県入間市

千秋　進 神奈川県横浜市 廣明　一郎 東京都目黒区

杉村　恭士 埼玉県ふじみ野市 菊田　哲 東京都多摩市

氏　名 住　所 氏　名 住　所

小室　容子 東京都新宿区 岩下　清志 茨城県古河市

大嶺　千恵子 沖縄県那覇市 魚住　真理 東京都八王子
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○ 今期は、関係各位のご努力で、新たに正会員 6 名、賛助会員 4 名の合計 10 名の入会を得ることができました。
○ 令和 4 年 11 月 30 日現在、正会員数 261 名、個人賛助会員数 92 名、団体賛助会員数 2 団体、法人賛助会 　
　員数 32 社となっております。
○ 今後とも、会員の皆様の勧誘、推薦、情報提供に関するご協力、ご支援を是非とも宜しくお願い致します。
    なお、本会への入会につきましては、次のとおりです。
    推薦、若しくは、情報提供を頂いた方には直接会員担当理事から連絡させていただきます。
　　【入会資格】
　　　正   会   員  ： 航空自衛隊の OB
　　　賛 助 会 員  ： 航空自衛隊の OB 以外の方。正会員 3 名の推薦が必要です。
　　【連絡先】
　　　郵  便  　    ：〒 160-0002
　　　　　　　　 　　東京都新宿区四谷坂町 9-7　ZEEKS 四谷坂町ビル 3F　
　　　　　　　　 　　　　　日米エアフォース友好協会　会員係
　　　メール 　　 ：membership@jaaga.jp

◇ 2019 年末に世界で初めて新型コロナウィルスが確認されてから 3 年になります。この間にテレワークやロー
テーション勤務、オンライン会議の普及が進み、人の多く集まる場所での換気やマスク着用などが徹底されるなど

「With コロナ」の生活への適応が進んでいます。◇ JAAGA の活動も、本稿で紹介した「訪米事業」をはじめとして
各種の事業を感染拡大防止の措置に配慮した取り組みにより、コロナ以前の活動実績に戻りつつあります。◇「だよ
り」の編集では、対面での議論に制約がある中でもリモートを活用した進め方が板についてきたように思います。◇
JAAGA の一員として日米関係の強化、深化の一翼を担うことを目標に、個性とチームワークで取り組んでいきます。     　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集長）
◆新たな枠組みへ、そして新たな領域へ、「エアフォース」が
ダイナミックに取り組む姿を「だより」から垣間見ることが
できます（F） 
◆コロナ禍から 3 年。出張する機会も増え、懐かしい人との
再会も多くなりました。新しい活動様式にも慣れつつ、活動
を活発化させていきたいものです。（A）
◆今回、1 か月強日本刀「冬廣」と過ごしましたが、その刃
紋や拵えから名刀に間違いなく、刀工や鍔職人等の汗の結晶
のオーラがヒシヒシと伝わり、また、美しく維持管理されて
いたので米軍人元所有者殿の誠意も感じられました。末永き
日米友好を祈念します。（I）
◆空自や米軍の航空機が勢いよく青空を駆け回る姿を見て「よ
うやく元に戻ってきたかぁ」と嬉しくなりました。まだまだ
先は油断できないようですが、ひとつの大きなハードルを超えられたのではないでしょうか（O）
◆「明日は１ヶ月先の寒さです」「明日は１ヶ月前の暑さです」　今年の関東地方には、秋というシーズンがありませ
んでした。気象もコロナも先行きは分かりませんが、『一寸先は闇』と焦るより、『人間万事塞翁が馬』と一歩引く観
方もあると思うのでしょうが、いかがでしょうか。（T）

編集担当（広報理事）：福永充史、浅井玲、池田五十二、太田徹、竹内由則
JAAGA だよりは、ホームページからもご覧いただけます（創刊号から第 49 号までは「20 年の歩み」に掲載）。
　　　　　　　　（JAAGA ホームページ： http://www.jaaga.jp/）
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作：山本康正 OB


